
 

第２章 江別市民の男女共同参画に関する意識 

１ 調査目的 

 

江別市では、「江別市男女共同参画を推進するための条例」に基づき「江別市男女共同参画

基本計画」を策定し、男女共同参画社会の実現を目指して様々な取組を行っています。 

このたび、「第３次江別市男女共同参画基本計画」を策定するに当たって、市民の皆様の男

女共同参画に関する意識や実態を把握し、今後の施策に反映することを目的として、アンケー

ト調査を実施しました。 

 

２ 調査概要 

（１）調査対象及び抽出方法 

令和５（２０２３）年４月１日時点の住民基本台帳により、全人口に占める地区別（江別・ 

野幌・大麻）、男女別、年齢階層別の人口比率に応じて１８歳以上から無作為抽出 

（２）主な調査項目 

・家庭生活における役割分担について 

・男女の働き方について 

・育児・介護休業について 

・女性の社会参加について 

・男女共同参画を推進する取組について 

（３）調査方法 

郵送配布、郵送回収、オンライン回答 

（４）調査実施期間 

令和５（２０２３）年５月１５日～令和５（２０２３）年６月２日 

 

３ 回収状況 

・配布数1,500件 回収数500件（回収率33.3％） 

 

４ 回答者属性 
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図１ 家庭生活における役割分担について 

主に男性

どちらかといえば女性

誰もしていない（該当がない）

どちらかといえば男性

主に女性

ひとら暮らし または男性のみ
・女性のみの世帯

男女同程度

サービスの利用

無回答
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図２ 女性が仕事を持つことについて 

図３ 男性が育児・介護休業を取得することについて 

仕事は持たないほうがよい

出産したら仕事を辞めたほうがよい

結婚や出産で一時仕事を辞めても、子どもが
大きくなったら再び仕事を持つほうがよい

その他

無回答

結婚したら仕事を辞めたほうがよい

結婚し出産してもずっと仕事を続けるほうがよい

結婚や出産後も仕事を続けるが、パートタイム（短時間労働）に
切り替えるなど負担を軽くするほうがよい

わからない

男性の育児・介護休業を義務化すべき

積極的に取得し、育児・介護に関わったほうがよい

取得には賛成だが、上司や同僚理解が得られないので
実際は難しい

取得には賛成だが、昇進や昇給に影響が出るので
実際は難しい

取得には賛成だが、親族や地域から理解されないので
実際は難しい

取得には賛成だが、今の法律・制度では支援が
不十分なので実際は難しい

男性は育児や介護に慣れていない人が多いので、
取得しないほうがよい

育児や介護は女性がすべきものだと思うので、
取得しないほうがよい

同じ職場で同僚が取得できるのは迷惑なので、
取得しないほうがよい

上司・同僚の理解不足により不利益を受けるかもしれないので、
取得しないほうがよい

その他
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図４ 男女の管理職への昇進意欲について 

図５ 管理職へ昇進したくない理由について 

                 ※上記質問にて、昇進したくない、どちらかといえば昇進したくないと答えた方に質問 

昇進したい

昇進したくない

どちらかといえば昇進したい

すでに管理職である

どちらかといえば昇進したくない

無回答

責任が重くなるのが嫌だから

残業時間が増えそうだから

自分の能力に自信がないから

仕事と家事の両立が困難だから

職場に目標となるような上司がいないから

昇進することが目的ではないから

その他
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図６ 職場における仕事の内容や待遇面での性別による違いについて 

図７ 男女共同参画社会を推進するために必要な今後の市の取組について 

募集 ・ 採用 ・配属に男女差がある

仕事の内容 ・分担に男女差がある

能力 ・ 成果の評価に男女差がある

給与に男女差がある

休暇の取りやすさに男女差がある

教育訓練の機会に男女差がある

女性は結婚 ・出産等により早期退職する慣習がある

お茶くみやコピー等の雑用は女性の役割という慣習がある

性別による差はない

その他

女性を各種委員や管理職などに積極的に登用する

起業などにおいて男女がともに活躍できる環境となるよう啓発を進める

育児・介護の施設やサービスなどを充実させる

子育てや介護などで仕事をやめた方への再就職を支援する

フレックスタイムの導入や残業時間の削減、在宅勤務の普及啓発を進める

男性の育児・介護休業の取得や家事・育児・介護への参画を促進する

学校や社会教育の場で男女の相互理解や協力についての学習を充実させる

男女ともに積極的に地域活動に参画するよう啓発を進める

男女共同参画センターを設置する

性の多様性に関する理解を促進する

その他

わからない
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